
発達障害支援システム学研究第 22巻第 2号 2023年 

  原 著 

Japanese Journal on Support System for Developmental Disabilities 

自閉スペクトラム症のある女性の学校適応のために必要な  
支援の検討 

菅野 朋菜 宮城教育大学教育学部  

熊谷 亮 宮城教育大学大学院教育学研究科 

要 旨：本研究では，自閉スペクトラム症の女性の学生生活における困難さと支援につ

いて調査し，ASD 女性の学校生活における実態と学校適応のために必要な支援について
検討することを目的とした．ASD 女性 3 名に，小学校から最終学歴までの学校生活に関
するインタビュー調査を実施したのち，質的分析を行った．その結果，ASD 女性は学生
生活において ASD男性とは異なる特性の現れ方や困難さがあったことが明らかになった．
この結果から，教師は ASD女性の学校適応に向けてジェンダーバイアスの改善，学習支
援，ニーズに合わせた的確な支援を提供する必要性が示唆された．また，学校全体として，

早期支援体制の整備，外部との連携体制の確立，当事者が自分らしく過ごすことができる

場の提供の重要性が示唆された．
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●

Ⅰ．問題の所在と目的  

自閉スペクトラム症(以下，autism spectrum 
disorder；ASD)の男女比は研究によって異なる
ものの，およそ 4.3：1の割合で男性の方が多い
ことが報告されており (Centers for Disease 
Control and Prevention，2020)2)，男性対象者

中心の研究が圧倒的に多い(例えば，是枝，
201410)；北山，20089))．そのため，ASD の診
断基準や支援等は男性を想定した内容が中心

となり，それを女性にもそのまま適用している

状況がある(Kirkovski, Enticott & Fitzgerald，
2013)8)．しかし，近年は男性と女性で ASDの
症状が異なることが報告されている．大橋・斎

藤(2016)12)は，ASD男性と比較して ASD女性
は対人コミュニケーションの困難が目立ちに

くい一方，場面緘黙や心身症といった二次障害

が生じやすいことを指摘している．また，女性

が社会的状況において ASD の特徴を周囲に気
づかれないようにふるまうカモフラージュを

行うことで，本人は困難を抱えていても周囲か

らは適応しているように映るため支援に繋が

りにくい例も報告されている(砂川，2021)17)．

このように，男性の臨床像をモデルにした理解

や支援を女性にそのまま適用するだけでは十

分な支援を行うことは難しく，性差を考慮した

適切な実態把握や支援を行うことが重要であ

ると考えられる．それは教育現場でも同様で，

砂川(2015)15)は学校段階の支援について，強制

的に同調を求める働きかけをしないことや，一

人になれる場所を確保するという支援をあげ

たうえで，当事者が出来ないと自覚している点

に対する直接的な支援を行い，失敗経験の蓄積

や自尊心の低下を防ぐことの重要性を指摘し

ている．しかし，日本における ASD 女性の学
校生活の支援に関する知見は，教師の視点から

のものが多く，当事者の経験を反映させたもの

は少ない．そのため，当事者がどのように学校

生活を捉えていたか，そして，どのような支援

を望んでいたかは明らかになっていない．そこ

で本研究では，ASD女性の学校生活における実
態を踏まえて，教師や学校はどのように対応す

べきかを明らかにすることを目的とする．

●

Ⅱ．方法 

１．調査対象者 

本研究では，自分自身の特性や教育現場に望

む支援などについて回答を求めるため，自分自

身を客観視して語ることができることが必要
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であると考えた．また，ASD女性は支援につな
がりにくい事例も多く(砂川，2021)17)，診断の

有無によって学齢期の支援の強度が大きく異

なると考えられる．本研究では支援ニーズに気

づかれにくい ASD 女性の困難や必要な支援に
ついて明らかにすることを目的とするため，対

象者の選定基準として，現在成人期にあり，18
歳以降に診断された女性を条件とした．成人発

達障害者への就労支援施設の利用者，SNSでプ
ロフィールに ASD の記載があり成人していた
当事者に向けて，研究協力者募集に関する文書

を配布し，協力を依頼した．そのうえで選定基

準に合致し，協力の意思が表明された 3 名の
ASD女性すべてを対象とした． 

 
２．実施時期 

202X年 9月から 10月であった． 
 
３．手続き 

1対 1の半構造化面接技法を用いて 40分から
50分程度の面接を対面またはオンラインで行っ
た．半構造化面接で得られた内容は事前に調査

対象者に許可を取ったうえで IC レコーダ－に
録音したのち，逐語録として文章化した．分析は

KJ法(川喜田，1986)7)を用いた．概念を生成し，

グループ，カテゴリー，ラベルへの分類を行った．

なお，多様な解釈を十分に検討し，恣意的な解釈

を防ぐため，第一筆者に加えて，特別支援教育を

専攻する大学生 2 名と特別支援教育を専門とす
る大学教員 1名の計 4名で分析を行った． 

 

４．調査内容 

対象者が在籍していた小学校から最終学歴

までの学生生活について時系列に沿って語っ

てもらった．具体的には，学校行事(運動会，音
楽祭など)への参加，部活動への参加，授業内容
の理解といった学校特有の活動，話しやすい教

師の特徴，授業が理解しやすい教師の特徴，と

いった教師との関係を主な質問事項とした．学

校特有の活動に関して，対象者が感じていた行

事への思いや部活動を通じた人間関係等につ

いて尋ねた．また，教師との関係性に関して，

対象者が教師へと抱いていた印象，学校生活で

困難に直面した際に教師に相談していたか等

について尋ねた． 
 

５．倫理的配慮 

本研究における個人情報および倫理面への

配慮として，事前に参加は自由であること，プ

ライバシー保護，データの管理等に関する文書

を，オンライン上で実施した対象者には郵送し，

対面で実施した対象者にはその場で提示し，そ

れぞれ文書および口頭で説明し，同意を得た．

また，面接中に身体的・精神的負担が生じた場

合は，直ちに面接を中止することを約束した． 
対象者の特性上，インタビューの場での緊張

感が高まることや，過去の振り返りが難しくな

ることが予測されるため，本研究においては，

インタビュー前に主な質問項目について記載

した資料を送付した．その他，インタビュー前

後には質問の回答や雑談を交え，なるべくリラ

ックスしてもらえるよう心がけた．なお，イン

タビュー音源及び逐語録は厳重な管理を行い，

事前に定めた保管期間終了後，速やかに破棄す

ることとした． 
 
● 
Ⅲ．結果と考察 

 

インタビューから得られた発言をもとに概

念を生成し，分類を行った．抽出されたグルー

プは【 】，調査対象者である本人の語りは「 」

で示す．( )は文意が通じやすいように，筆者
が追加したものである． 
１．対象者 Aのインタビュー結果と考察 

Aは，小学校と中学校を通常学級で過ごした
のち，通信制高校へ進学．その後，大学へと進

学・卒業している．ASDの診断を受けたのは大
学卒業後である．Aの語りの分析の結果，23個
のラベル，17個のカテゴリーが生成され，これ
らを構成する 5 つのグループが生成された
(Table 1)． 
【学校生活の印象】 

Aは「大学が一番楽しかった．」と答えた．A
は小学校から中学校は不登校であり，高校も通

信制であったため，同級生との交流が少ない状

況にあった．その後，大学では演劇サークルに

所属し活動した．Aは「大学に入ってやっぱり，
部活を始めたり，自分の好きな勉強ができるよ

うになって楽しかった．」と語った．このことか

ら，対人関係面の充実感や自己実現に向けた主

体的な取り組みの有無が学校の印象へ影響し

ていることがうかがえた． 
【学校特有の活動への印象】 

Aは集団活動に苦手意識をもっていたが，大
学のサークル活動は肯定的な印象であった．サ

ークル内で Aは，脚本と演出を主に担当してい
た．Aは脚本制作について「ゼロから作るって
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いうのは結構好きでしたね．周りと協力して新

しいことをするっていうこと自体はすごく好

きで．積み重ねとかのほうが私は苦手かもしれ

ない．」と語った．肯定的な印象を持っていた理

由として，脚本担当として周囲から必要とされ

るとともに，Aと同じ演劇に関心のある人たち
が集まり，協力して目標に向けて活動する場で

あったことが影響していると考えられた． 
【友人・クラスメイトに対する感情】 

Aは積極的に周囲と関わる性格ではなかった
が，大学ではサークル活動を通して親しい友人

関係を築いた．サークル内の人間関係について

「変わった人は多かったですね．マイペースと

いうか．でも，勝手に騒いでる人は別にいまし

たね．一人で盛り上がってるみたいな．でも，

それを人に強要はしないタイプの，明るいとい

うか．」と語った．このことから，興味・関心が

似ていたり，特定の価値観や考えを強要するの

ではなく，それぞれの個性を尊重する人が多く

集まっていたことも，小学生の頃から周囲とは

「違う」と感じていた Aにとって過ごしやすか
った要因と考えられた． 
【学習に対する意識】 

Aは文系科目を幼いころから得意であると感
じており，定期試験でも高い実力を発揮してい

た．一方で理系科目に強い苦手意識をもってお

り，九九を覚える際には「この式のときにこれ

っていうのを丸暗記して，そのまんまほったら

かしていつまでも苦手．」と語った．また，Aは
音声情報と文字情報の同時処理に困難さを感

じていたため，必要だと感じる学習支援として，

レジュメの配布や板書など視覚情報の活用，不

登校時の学習支援体制の整備などをあげた． 
【教師に対する印象】 

教師や学校側から A の特性や困難さについ
て A自身に話されることはなく，Aも自身に発
達障害があることは想定していなかった．印象

に残っている教師の働きかけについて，大学時

代に A が参加するゼミで不登校に関する発表
が行われた際のことをあげた．「こそっと『しん

どかったら抜けてもいいよ』って言ってくれた

ことがあって，私を個人として見てくれたとい

うか．スッと受け止められた．ああ，ありがた

いなって思ったのはそれが初めての経験で．」

と語った．このことから，教師が Aのことを理
解している上で行動しているか，また最終的な

決定権が Aにあるか否かが，行動への印象に影
響していることがうかがえた． 
 
 

グループ カテゴリー ラベル（）内は時期

嫌い ほぼ不登校状態だった（小3～中学校）
普通 不満はないが楽しくはない（高校）

好き サークル活動や好きな勉強ができる（大学）

苦手 日常が変化することの苦手さ（幼稚園～中学校）

普通 ボランティア活動の参加（高校）

作品の展示会（小学校）

演劇サークルの参加（大学）

苦手 友人関係に関する価値観の差（小学校～中学校）

普通 親しくなる機会があまりない（高校）

特別支援学級の友人との交流（小学校）

サークルを通した交流（大学）

得意 文系科目，特に現代を得意とする（小学校～高校）

面白い 体系的に理解する面白さを感じる（高校）

苦手 実技科目は苦手だが好き（小学校～中学校）

諦め 九九でつまづく（小学校）

音声情報を同時処理することの困難さ（小学校～大学）

視覚情報の有効性（高校～大学）

不登校中の支援（小学校～中学校）

面白い 日常生活の会話を楽しむ（高校）

親身になってくれる（中学校）

必要な配慮を理解していない（小学校～中学校）

距離感 話を聞き流す（小学校～中学校）

信頼感 個人として配慮をしてくれる（大学）

学校生活の印象

楽しい

楽しい

教師や学校の対応

教師に対する印象

学習に対する意識

友人・クラスメイトに対する感情

学校特有の活動への印象

苦手

Table 1 対象者 Aの語り 
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２．対象者 Bのインタビュー結果と考察 

Bは幼稚園から高校まで私立の一貫校に通い，
その後，大学へ入学・卒業する．ASDの診断を
受けたのは大学卒業後である．Bの語りの分析
の結果，14 個のラベル，10 個のカテゴリーが
生成され，これらを構成する 4つのグループが
生成された(Table 2)．  
【学校特有の活動への印象】 

B は部活動に楽しみを感じていた．「イベン
トはあんまり好きなタイプじゃなかったんで

すけども．部活で文化部の部長をしていたので，

文化祭は力を入れるイベントでした．」と語っ

た．Bは調理部に所属しており，「毎回女子会み
たいに美味しいものを囲みながらおしゃべり

するような部活だったので．それが楽しかった

です．」と語った．一方で，学校行事の大半には

苦手意識を感じており，特に体育祭を苦手とし

ていた．その理由として，「応援がまず結構うる

さいですし．ずっと外にいるので，まあ光もきつ

いし．と語った．これは，感覚過敏の影響でスト

レスを感じていたのではないかと考えられる． 
【友人・クラスメイトに対する感情】 

Bが最も楽しかった時期は高校であった．そ
の理由として，「友人に恵まれて楽しかったで

す．全員女子で，男子はいなかったです．」と語

った．Bは友人関係で困難さを感じる経験はな
かった．これは幼稚園から高校までの一貫校に

通っていたことから，新たな人間関係の変化が

少なかったためと考えられる． 
【学習に対する意識】 

Bは勉強について「文系科目，特に国語が得
意でした．文章を読むのが好き．文章を読んで，

おまけに問題を解けばいいやぐらい(に思って
いた)．」と語った．一方で理系科目を苦手とし
ており，小学校段階で計算につまずいていた．

教科ごとに得意不得意の差が非常に激しく，

「本当に昔から数学と国語の成績が両極端で．

偏差値が30ぐらい毎回違う．」と話した．また，
授業中は感覚過敏による影響から疲弊してし

まうことが多く，「最長で起きていられて 15分
とかなので．」と語った．そのため，必要だと考

える学習支援としてレジュメ配布や構造化さ

れた授業をあげた． 
【教師に対する印象】 

Bは授業中に起きていられないことに後ろめ
たさを感じ，教師に積極的には関わっていなか

った．また，授業中に眠ってしまうことを個人

の意識の問題であると考え，相談することに引

け目を感じていた．当時を振り返って，「興味の

あるなしってある意味わがままかなと思って．

だから，たまたま寝る癖がついているだけかな

と思っていたので．発達障害の診断は社会人に

なってからなので．先生にわざわざ相談するほ

どとは思っていませんでしたね．」と語った．ま

た，学校側の姿勢として「寝ていること以外は

良かったので．成績がよければ問題ないという

校風でしたね．課題も出していましたし．」と話

した．以上のことから，Bは自身の授業中の過
ごし方から後ろめたさを感じ，教師に対して，

積極的には関わっていなかった様子がうかが

える．また，ASDの可能性を想定していなかっ
たため，自身の意識の問題であると感じており，

個人の問題を相談することに引け目を感じてい

た．教師も Bの行動について気になる点はあっ
たものの，B は成績が優秀であったため支援の
必要性はないと判断していたと考えられる．B
は教師や学校に求めたい支援として違和感があ

った際の声掛けをあげた．B は就職後に特性に
よる困難さを強く感じて離職しているため，早

期支援の必要性を感じていることがうかがえた． 

グループ カテゴリー ラベル（）内は時期

文化祭での調理部としての活動　（中学校～高校）

模擬裁判サークル　（大学）

基本的に学校行事は苦手　（小学校～高校）

運動会の応援やピストルの音　（小学校～高校）

楽しい 内部生，外部生両方と交流があり楽しかった　（高校）

困難さの相談 困難さに対して話すことはない　（中学校～大学）

人の声を聞き続けることに苦痛を感じ始める　（中学校～高校）

蛍光灯のまぶしさを強く感じる　（中学校～高校）

マイクを通した音声で気分が悪くなる　（大学）

科目ごとの差 文系科目を得意とする一方，数学への強い苦手意識　（小学校）

理解しやすさ 構造化された授業展開を好む　（中学校～大学）

距離感 個人的な印象はない　（小学校～大学）

負い目 授業中に寝ていることに負い目　（中学校～大学）

ASDに関する働きかけ 教員からASDに関する情報提供のなさ　（中学校～大学）
教師に対する印象

楽しい

苦手

普通

学校特有の活動への印象

友人・クラスメイトに対する感情

学習に対する意識

Table 2 対象者 Bの語り 
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３．対象者 Cのインタビュー結果と考察 

小学校から高校まで通常学級に通い，大学に

進学する．ASDの診断を受けたのは，大学入学
時である．語りの分析の結果，18個のラベル，
9 個のカテゴリーが生成され，これらを構成す
る 4つのグループが生成された(Table 3)． 
【学校生活の印象】 

Cは高校生活が最も楽しかったと答えた．そ
の理由として，「クラスの友達と一緒に遊びに

行ったりとかも．クラスのみんな，私と仲良く

してくれたって感じですかね．」と振り返った．

このことから，Cにとって同級生との交流が学
校への印象に大きな影響を与えていたことが

うかがえる．学校生活では，学級内の時間が最

も長いため，学級における受容度が高い場合，

心の安定に大きく寄与すると考えられる． 
【学校特有の活動への印象】 

Cは中学校から美術部に所属しており，アニ
メやゲームの話や，文化祭などの部活動ごとの

展示を楽しんでいた．また，学級内の人間関係

に難しさを感じていた際も「クラスに馴染めな

くて，そのとき美術部は居場所って感じでした

ね．」と語った．居場所と感じていた理由として，

はっきりとした言葉には表現しにくいものの，

「雰囲気が良かったのかな．いつも何かしらの

ゲームとかアニメとかの話をしていて．高校の

美術部はなんか賑やかなイメージでしたね．」と

振り返った．部活内の良好な人間関係が学級以

外の心の拠り所となっていたことがうかがえた． 
【学習に対する意識】 

Cは好きな科目について「図画工作と美術が

好きでしたね．」と語った．その理由として，「や

っぱり，物を作ったり描いたりすることが子ど

ものころから好きだったので．幼稚園の時も，

お絵かき帳に絵を描くことが多かったですね．」

と振り返った．これは，大学で芸術系の学部を

選択するなど，進路選択にも影響を与えていた

ことがうかがえた．一方で，他教科に対する印

象は薄く，あまり覚えていないと語った． 
【教師に対する印象】 

C は，学校や教師からの支援に関しては，C
自身に対して特別な働きかけは無かったと話

した．学校で何か困ったときは，「特に高校はス

クールカウンセラーもいましたし．困ったとき

は相談してました．大学の保健室の先生とかも

相談しやすかったなって感じです．」と話した．

以上のことから，Cは学校や教師から大きな働
きかけは無かったものの，スクールカウンセラ

ーや養護教諭に相談することで，心の安定に繋

がっていたのではないかと考えられる． 
一方で，「お母さんが，学校のみんなに対処し

てください，みたいなことをお願いしたみたい

なんです．」と語った．そのため，「(教師は)私に
対して優しくしてくれたって感じです．配慮し

てくれるから優しくしてくれたのかなって感

じです．」と振り返った．以上から，Cが学校生
活を平穏に過ごしていた要因として，Cの母親
の働きかけがあると考えた．Cの母親が学校や
教師へ情報提供を積極的に行うことで，学校や

教師も支援体制を構築しやすくなり，円滑な支

援の実施につながったのではないかと考えた． 
 

グループ カテゴリー ラベル（）内は時期

普通 困難さはさほど感じていなかった　（小学校～高校）

女子クラスで仲良くしてくれる人が多かった　（高3）
関心のある美術について専門的に学ぶことができる　（大学）

クラスで仲良くしてくれる人がいた　（大学）

部活動での作品展　（中学校）

クラスの出し物　（高3）
部活動　（高校～大学）

苦手 運動会・体育祭　（小学校～高校）

普通 展示に向けたゼミ活動　（大学生）

図画工作・美術が好き　（小学校～大学）

英単語を覚える　（小学校～大学）

体を動かす体育　（小学校～大学）

理系科目　（小学校～大学）

数学を避けて単位選択をする　（高2）
時々話す　（高校）

カウンセラーや養護教諭に相談する　（高校～大学）

母親からの働きかけ　（小学校～大学）

優しく接してくれた　（小学校～大学）
学校からの支援

教師に対する印象

学校生活の印象

学校特有の活動への印象

学習に対する意識

楽しい

楽しい

苦手

好き

優しい

Table 3 対象者 Cの語り 
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● 
Ⅳ．総合考察 

 
１．学校場面における ASD女性の特性の現れ方 

近年では，ASD女児は男児に比べて言語能力
が高く，対人コミュニケーションにおける困難

が現れにくいとされている(大橋・斎藤，2016)12)．

本研究における 3名の対象者も共通して，いず
れかの学校段階で人間関係において一時的に

困難を感じる場面があったとしても，趣味や関

心を共有する友人と過ごしたり，一人で趣味を

楽しんだりしていた．宮尾(2015)11)は，女児で

は言語性 IQ の高い場合が多く，自閉症の症状
を代償することで未診断のまま大人になるケ

ースが多いと指摘している．本研究でも，Aと
B はともに国語の長文読解を得意としており，
また，Bは知能検査を受けた際に言語理解が高
かったという結果からも，言語性 IQ が高いこ
とが推測される．また，杉山(2009)14)は ASD女
性の中でも，知的能力が比較的高い場合は，困

難をカモフラージュする能力が高く，症状が目

立ちにくいことを指摘している．この場合，

ASD女性の困難は目立ちにくくなるため，周囲
から責任のある役割を期待され，内面的な自覚

と，周囲からの見え方の差が大きくなり，強い

葛藤を抱くと考えられる． 
本研究の対象者は三者とも得意科目が国語

などの文系科目，苦手科目が数学や理科などの

理系科目と回答した．近年の研究では，ASD男
児は ASD 女児と比較し，細部への知覚的注意
にもとづく処理能力が高く，数学や理科など理

系的な教科に関心や強みを示すことに繋がる

可能性が指摘されている(Bölte et al．，2011)1)．

これまでの ASD 研究では男性を中心に研究が
進められてきたこともあり，ASD者は理系科目
が得意であるという印象につながっている．一

方で，ASD女性を対象としたインタビュー調査
では，好きな科目は美術と国語が大半であった

(Hendrickx，2015)3)．ASD 児・者は理系科目
が得意という従来の臨床像に当てはまらない

ため，ASD女性は学習面という側面からは見過
ごされやすい可能性が推察される． 
本研究の対象者は，学校生活内で何らかの困

難さを抱えていたものの，行動問題や対人トラ

ブルなどの外在化問題はなかったため，教師が

支援の必要性に気づかず支援へとつながらな

かった．大村(2020)13)は，ASD女性は見かけ上
の行動問題が少なく，その症状が過少評価され

たことにより受診が遅れ，結果として ASD 女

性特有の障害特性に関する十分な理解が得ら

れにくいことを指摘しており，本研究でも一致

した結果が得られた．その一方で，Aは長期間
不登校であった．大橋・斎藤(2016)12)は，女児

は男児と比較して二次障害や併存症を主訴と

する受診が多いことを指摘したうえで，ASDと
して典型例でない症例でも，不登園や場面緘黙

を主訴とする症例や精神症状が適切に評価さ

れないまま，身体の不調を訴え長期に経過して

いる症例では ASD の存在を考慮する必要があ
ると述べている．これらのことから，ASD女性
の臨床像を理解することは，二次障害を防ぐた

めにも重要であると考えられる． 
 

２．ASD女性に対する教師による支援の在り方 

本研究から ASD 女性に対する教師による支
援の在り方として 3点があげられる．1点目は，
教員のジェンダーバイアスの改善である．砂川

(2015)15)は，ASD女性を見えにくくする社会的
な覆いを「ベール」という概念で示し，学校段階

に対応するベールとして「〈大人しさ〉のベール」

をあげている．「〈大人しさ〉のベール」では，

「ASDの女性は学校生活において〈目立ったト
ラブルがない〉〈クラスで目立たないポジショ

ン〉〈受動的な姿勢〉という要素によって“何と

なく大人しい子”という括り」として捉えられて

いたことを指摘している．特に，日本社会におい

ては，「大人しい」女性が必ずしも悪い印象をも

って教師に受け止められるわけではない．しか

し，ASD 女性が「大人しく」見える背景には，
何をしたら良いのかわからず混乱している場合

や周囲に合わせている場合など，ASDの特性に
よる困り感により行動が消極的にならざるを得

ない可能性が指摘されている(砂川，2022)18)．そ

のため，ジェンダーバイアスに捉われず，様々な

場面の行動も踏まえて総合的に判断することが

求められる．学校生活で注目する場面として，休

み時間があげられる．本研究では，休み時間に A
は教室で読書をしたり，B は感覚過敏の疲れか
ら睡眠をとっていたり，C は教室で絵を描いて
いたりして過ごすなど，自由時間に同級生と関

わることが少ない傾向にあった．そのため，複雑

な人間関係や遊びのルールを理解することが求

められる休み時間における過ごし方に着目する

ことは ASD 女性の実態を把握する上で有効な
手立てのひとつであると考えられる． 

2 点目が，学習支援である．大橋・斎藤 
(2016)12)によると，ASD女性は苦しみを表に出
さない傾向があるため，学習に困難を感じてい
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ても周囲から気づかれにくいことが指摘されて

いる．本研究においても，対象者全員が学習に困

難を感じていても，教師に相談や質問をするこ

とはなかった．その要因の一つとして，A と B
の語りにもあった聴覚情報の処理を苦手とする

ASDの特性が影響していると考えられる．これ
らのことから，教師はASD女性の特性に応じて，
質問内容を文字情報として提示したり補助プリ

ントを活用したりするなど，視覚情報を活用し

た支援の有効性が推察された． 
3点目が，ASD女性自身の想いや価値観を尊
重することである．ASD女性を対象とした研究
は近年報告され始めているものの，いまだ明ら

かになっていない部分も多い．そのため，ASD
女性が，どのように学校生活を送り，具体的にど

のような支援を必要としているのか，あるいは

必要としていないのか，本人の支援ニーズを適

切に把握することが必要である．また，ASD女
性当事者である綿貫(2019)19)は，自身の経験か

ら，好きなものがあり表現し認められる経験を

通して，初めて他者や集団への関心が生まれ，コ

ミュニケーションに工夫が生じ，社会性が育っ

ていく発達プロセスについて述べている．また，

その上でモチベーションに支えられたコミュニ

ケーションや社会性でなければ，使いこなすこ

とが難しいことを指摘している．以上のことか

ら，教師は ASD女性と向き合うにあたり，ASD
女性が好きなものや関心のある内容を共有する

と同時に，当事者の声や話に耳を傾けながら，ニ

ーズを把握し，的確な支援を提供することが求

められるだろう． 
 

３．ASD女性に対する学校での支援の在り方 

本研究から ASD 女性に対する学校での支援
の在り方として 3 点があげられる．まず，早期
支援体制の重要性である．砂川(2016)16)は，ASD
女性の思春期以降に同性との対人関係がより複

雑化し，コミュニケーションの比重が高くなる

ために，その時期に人との違いを最も強く意識

しやすいと指摘している．そのため，思春期以前

から支援を行うことが重要になる．本研究では，

Aは小学校 3年生から 4年生にかけて友人関係
への違和感から不登校を経験しており，また，B
の「(発達障害に)詳しい教師がいて助言がもらえ
ていたのなら，と思うことはちょっとあります．

やっぱり早めに気づいていたら，できることが

全然違うので」という語りからも，早期支援の必

要性が推察された．加えて，C が学校生活の困
難さを語ることが比較的少なかった要因として，

Cの母親が早期からASDの可能性を想定し，学
校に働きかけていたため，早期から Cの特性を
理解した対応をとることができていたからでは

ないかと考えられる．岩男(2018)5)は ASD 女性
の支援に関して，高い成果が得られたものの一

つとして，校内支援体制の確立をあげている．C
も高校のスクールカウンセラーや養護教諭に困

難さについて相談することで，安心感を得てい

たことからも，校内における体制の整備や教師

の ASD女性に関する理解が求められるだろう．
以上を踏まえ，ASD女性に対する学校の早期支
援体制の整備や，教師への ASD女性に関する情
報提供などが必要であると考えた． 
次に，外部機関や保護者との連携体制の拡充

である．ASDの感覚の問題は周囲から理解され
にくい．宮尾(2015)11)は，ASD 女性は感覚面の
偏りに苦しんでいることをあげており，岩男

(2018)5)は，女性 ASD 児・者が，定型発達児・
者とも男性 ASD児・者とも異なる体や感覚との
つきあいが必要とされている可能性や，女性

ASD児・者自身もその困難を抱きやすい可能性
を指摘している．本研究の結果からも，B は感
覚過敏により，授業に支障が出たり，休職や退職

につながったりするなど，生活に大きな影響が

あったことがうかがえる．その一方で， ASD当
事者も，自身が人と異なる感覚をもっているこ

とに気がつきにくく，問題を訴えにくいことが

考えられる(岩永，2014)4)．感覚処理障害は専門

的なアプローチも必要となるため，外部機関と

の連携が不可欠であろう．家庭内の大人は ASD
女性当事者の行動や性格に関する情報を多く理

解しているだろう．そのため，保護者と情報交換

や家庭内での様子を聞く機会を積極的に設ける

ことで，学校内での有効な手立てに役立つと考

えられる．以上のことから，医療機関や地域サー

ビスなど，外部との連携体制の確立や保護者と

の情報交換などを行うことが重要となる．支援

体制を学生時代から整えることにより，ライフ

ステージが変化しても継続的な支援が可能とな

るだろう． 
最後に，当事者が自分らしく過ごすことがで

きる場の設定である．岩男(2018)5)は，小グルー

プによる安心できる場，そして「その人らしさ」

を大事にされる場の重要性を指摘している．本

研究の結果からも，A は演劇，B は料理，C は
絵を描くことのように，好きなことや関心のあ

る内容に関連する部活動やサークルで活動して

いた．三者とも活動に対して肯定的な印象を抱

いており，重要な居場所と感じていた．その理由

－ 103 －



として，本来の自分に近い状態で話すことがで

きたという理由が考えられる．加藤(2022)6)はこ

うした居場所が与える ASD 女性当事者への影
響について，当事者の「強み」を更に深いものに

するとともに，別の世界における無理のない関

わり方を生み出すことに活かされると指摘して

いる．また，砂川(2021)17)は，ASD女性がカモ
フラージュを行うことにより，心身への過度な

負担や自己概念の混乱をもたらしうることに加

え，カモフラージュの失敗体験により，自己否定

的な認識を強め，対人関係に拒否的になったり，

抑うつや不安などの精神疾患につながることを

指摘している．こうしたカモフラージュを意識

する必要の少ない部活動やサークルなどの場に

おける人間関係は当事者にとって大きな影響を

あたえる可能性がある．今後，趣味の多様化や

SNSを通じた趣味のコミュニティを探すことが
可能になることで，ASD女性にとって他者と関
心や興味のある内容を通じて交流しやすい環境

が増えてくるとも考えられる．以上のことから，

学校は，ASD女性に対して部活動やサークルへ
の参加の促しやサポート，学校外における活動

の情報提供などを行うことが重要であると考え

られる．これらを通じて，ASD女性が心身の安
定に繋がる場との出会いが生まれ，学校への適

応が促されるだろう． 
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